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６月議会で町が示した


「収支予測」の内収入の部


≪収入≫


✰直販所運営費収入：３７５万円


【根拠】売り上げを2500万円とし、その１５％が運営費として


✰レストラン関係：８８０万円


【根拠】一人一回800円×年２万２千人の利用×50％が収益として入る


✰その他の収入：明らかにはされていない（差額を逆算すると最小1045万・最大1145万）


【根拠】加工体験720人、イベント1万人、コンビニ・他の食材関係や出店料などを含む

















（２面につづく）
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７憶４千万円の税金どう生かす計画か


西澤委員がコンビニストアの誘致見通しをただしたことに答えて、山﨑町長は、コンビニストアは土地の利用料、人寄せ効果がねらいであると答えたうえで、民間企業は周辺計画の日程が定まらなければ参入は難しいと回答。進出が確定していないことを示唆しました。


と、すると、テナント料収入などを見込んだ収入全体が落ち込むことに。収入の根拠が成り立たない可能性があるのでは、と西澤議員が追及。産業主監は、コンビニも含めたテナント料が収支シミュレーションの中に入っていることを認めました。


さらに西澤議員は６月議会で担当主監から提示があった収支予測には借入金の元利返済、償却費が入っていないと指摘。担当主監は反論することができませんでした。


７憶４千万円の税金を生かす計画には見えてきません。
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道の駅・「ふるさと交流村」


アンケート自由意見特集


その12【前回10は間違い】


（自由意見が多いため、未掲載の方もあります。順次掲載しますのでお待ちください。句読点、接続詞などは編集者で補正しました。）


建設は先行すべきでない


▼甲良町に特産品がないため、赤字の計画はやらないほうがよい（６０代）


▼町財政事情が悪く、特産品も無く、購買力もない町民やその周辺で、このような施設を建設しても維持できず、ますます財政悪化につながっていく責任はだれがとるのか。計画立案の町長と、それを可決した議員が責任をとってほしい。町民に責任を負わせるなら住民投票をすべきである。


どこの市町でも施設建設は極力抑えて、財政立て直しをおこなっているこの時期に我が町は逆行しているとしか思えない。


　どのような計画であっても現時点では自重すべきである。


▼マーガレットステーションのように、①先に愛東が誇る特産品がある。②その特産品を広め売るために、いろいろと調べ、見通しをもって計画されている。③「絶対に責任を持ってやる！」という人々がいる。④愛東町民の広い支持を得て取り組まれた経過――が甲良町にはない。


　甲良町にとって農業が大切なのは言うまでもないが、それは大きなお金をかけて、大きな箱物をつくることではない。


　日本の国防（どの国でも国の基本）である食糧自給率をあげる。その土地で暮らす人はその土地のものを食べて生活できることが国策であり、自然なことである。今の日本の減反を見直す必要がある。食の安全安心が言われている中、少しでも低農薬の安心な米や野菜を作っていけるシステムにしていくことが大切ではないか。


　箱ものを作るから、それに合わせて特産品をつくるというのは本末転倒である。今、急いですることではない。大きな借金を負ってしまう可能性は極めて大きい。その責任はだれがとるのか？町長？賛成した議員？町幹部？


　少なくとも、もっと多くの時間をかけ、町民の意見を広く聞く責任があるはずだ。町と区の説明・懇談会でほとんど意見の出ない中、「町民・区民への説明責任を果たし、支持を得た」と思っていたら大間違いだ。私たちの周りのほとんどの人が「反対」といっている。（４０代）


▼国道３０７号線の通行状況や他町村の同様施設の利用状況等を総合的に見た場合、同施設に将来性は全くない。３年後、建物だけ立派で、閑散とした姿がはっきり見える。それでも大規模な維持費が発生する。まだやるなら尼子駅の整備用地を再開発して、特産品コーナーを設けた方がよっぽど甲良町の活性化になる。（７０代）


▼土地、建設費、人件費、設備費、相当費用がかさむ。どう考えても成り立つ見込みはない。無理なことはしないでほしい。上の方の考えは甘すぎる絶対反対！！


▼町長一人が独断的に進めていると思います。（３０代）【ある就職をめぐる疑惑が大変リアルに描かれ、地位利用を痛烈に批判している記述―根拠が明らかになれば、公表します】


▼農家を苦しめないでください。甲良町に住んでいてよかったと言えるように、子供たちや孫たちに伝えるのが私たちの責任です。先祖様が苦しんで百姓をやってきてくださったのに、申し訳ありません。これ以上苦しめないでください。


　議会議員の選挙のときは、町民・区民のためにがんばりますと言ってやかましくいっておきながら、税金の無駄使い等、区民の声も聞かず、町長一人の事を聞いて、農家をどうするつもりなんですか。もっと議員さんはしっかりしてください。（５０代）


▼今まで先祖を守ってきた農家はどうするのですか。税金の無駄使いばかりして町民の声をしっかり聞いて下さい。


町長と一人の議員だけでこんな大きなことをやるなんて、だれのための議員ですか。選挙運動の時の態度を議員一人一人が見直して下さい。私たち農家の低所得の身になってください。税金の無駄遣いはやめてください。共産党がんばって反対してください。私たち家族みんながお願いします（６０代）


▼甲良町の赤字の中で、又大きな事業をして町民皆の税金が又上がるし、これからの若者たちにとっても生活するだけが一生懸命なのに、とても無理だと思います。


　せせらぎ農産物で十分だと思います。また年寄りも保険料や介護保険とだんだん上がっていくし、若者も一人一台の車もいるし、ガソリンも上がるし、とてもそれどころではないと思います。（７０代）


▼土地取得についても不透明であり、その後の経過も知らされず、唯一甲良民報で状況を知るだけでは不安がいっぱいである。議会だよりでも、もっと知らしていくことが本来議会のなすべきことではないでしょうか？（４０代）


▼メリットばかりが表に出され、デメリットや懸念される事柄・問題点が町民の各年代層から多々出されているにも関わらず、それらを克服する道筋すら示されず、一方的に突き進まれようとしていることは到底、町民大方の理解と熱意をもって取り組もうとする意欲をそぐことになり、結果的には「始め良かっても結果悪し」となることを大変危惧しています。


どうか町民の皆様に十分な解決への手だてを示し、子や孫に対して、その時に生きた親として、誇れるよう十分な手立てを吟味して、西澤議員がおっしゃる見解も反映し、全国に誇れる甲良の道の駅にしてくださることを切に祈っています（５０代）


▼「ハコモノ」にこだわらず、今、しなければならないものがある。例として福祉の充実、教育…甲良中の入学も減ってきていると聞いている。県立中学、私立中学を望む生徒が多いらしい。その方を先にしてはどうですか。こんなことをしていたら、甲良町ばなれの人を増やすだけです。もう表向きのことはウンザリ。もっと内の事を見て下さい。（５０代）


▼山﨑町長は、各字行政懇談会で「このふるさと交流村構想に反対しているのは３人だけである。西澤夫婦と松元である」と説明していましたが、本当でしょうか。直近の甲良民報によれば９２パーセント（８月８日現在「無記入・どちらとも言えない」を除く）の人が建設に反対を表明している事実をどのように理解しているのでしょうか。それでも建設を進めるのは住民の意見と不安と不信を無視した独善と欺瞞に満ちた行政としか言いようがありません。


　この手法は「いつか来た道」を思い起こさせます。戦後五十数余年、部落解放の名の下、この甲良町にも数百億円（推測）我々の血税がつぎ込まれましたが、真の解放、人権が確立したとは到底思えません。この間利権がらみで一部の人の懐を肥やし、各種支援金補助金はパチンコ代に流れ、差別意識を助長したに過ぎません。この轍（てつ）を踏んではなりません。


　最近一部の町職員から「このふるさと交流村構想にもっと意見を上げて欲しい」という声をよく聞きます。これは推測ですが、意図するところは、町職員からこの構想に反対できない（ので）、早く住民の声でやめさせないと将来大変なことになる　とのニュアンスだと思います。


私は産業振興や部落解放に反対しているのではありません。甲良町が明るく活気に満ちた町になるように誰よりも望んでいます。そのためにも住民の意見を無視した町行政、町長の政策には断固として反対します。（５０代）


▼山﨑町長だけのものだと思う。他に何もない。中止、中止、中止。（４０代）


▼甲良町にこれといった特産品がない中での着工はとても不安です。他に（福祉、教育）優先すべきことがあると思います。（４０代）





10月14日にアンケートが２通返り、５１４通となりました。これで建設を先行すべき＝３１通・すべきでない＝４０９通となります。


この集計としては終了しましたが、みなさんのご意見、ご感想などお待ちしています。





９月議会で西澤議員は、アンケートに寄せられた自由意見を極一部紹介しながら、ふるさと交流村計画は、いったん凍結し、見直すべきと重ねてただしたのに対し、山﨑町長は、就任した時は「道の駅」だけで進んでいたが、農業振興、地域振興を加味させたと述べ、計画を始めてから３年も過ぎ、「凍結も中止も考えはない」と答えました。しかし、強行姿勢に反し、①経営に責任を負う機関・人物は決まらず、②人寄せ、大幅な利用料収入を見込んだコンビニの誘致は決まらず、③核となる駐車場・「簡易パーキング事業」は県主体とは決まっておらず、④集客力ある特産品は開発途上・・・との現状が次々明らかになっています。























